
國

■

■

「能
面
」
。
日
本
の
伝
統
芸
能
の
真
髄
と
い
わ
れ
る

「能
」
で
使
用

さ
れ
る
面
で
、
美
術
品
と
し
て
も
高
い
評
価
を
受
け
て
い
ま
す
。
日

本
古
来
の
世
阿
弥
の
頃

（室
町
時
代
）
か
ら
創
造

・
創
作
さ
れ
、
今

日
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
彫
刻
で
す
。

甲
斐
世
紀
さ
ん
は
、
能
面
の
魅
力
に
ひ
か
れ
、
京
都
で
７
年
間
能

面
制
作
を
学
び
、
こ
れ
ま
で
に

「小
面

（こ
お
も
て
）
」
や

「般
若
」
な

ど
約
３５
点
を
制
作
し
、
展
示
会
も
開
い
て
き
ま
し
た
。
能
面
は
ヒ
ノ

キ
を
材
料
に
、
の
み
や
小
刀
で
彫
り
進
め
、
日
と
目
を
開
け
、
細
か

く
肌
の
色
を
整
え
ま
す
。
そ
し
て
彩
色
、
毛
書
き
を
し
て
仕
上
げ
ま
す
。

「能
面
の
面
白
さ
は
、
見
る
角
度
に
よ
り
無
限
の
表
情
を
表
現
で
き

る
こ
と
」
と
語
る
甲
斐
さ
ん
。　
一
つ
ひ
と
つ
魂
を
込
め
て
作
ら
れ
た

能
面
を
じ

っ
と
見
て
い
る
と
、
人
の
心
が
変
わ

っ
て
い
く
様
が
面
の

中
か
ら
感
じ
取
れ
ま
す
。

夏
■
■
■
■
■

ヽ
日
′
σ丁日

甲斐世紀さん (草部・社倉)
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大西 優子さん
河原・黒岩 19歳

●お仕事

梅香苑で介護職の仕事を

しています。

●趣味

スポーツ。カラオケ。

●一番やりたいこと

海に行って遊びたい。

●理想のタイプ

やさしい人。明るい人。

伊東 花菜ちゃん

1歳  |■_ 、:i::´´

お外で遊ぶのが大好きです。

どろん こは最高 |!

「
● Ⅵ

ヽ

父

母

伊東 城二さん
敦子さん
(高森・上在) 愧 二

毬
■
　

・

ン
高森町の人口の動き
世帯数/2,693戸 (+9)
男 :3,605人 (-4)/女 :3,956人 (+4)
総 数/7,561人 (± 0)
(平成 17年 6月 30日 現在 )

4亭F日 暑い日が続いていますが、皆さんはいかがお過ごし
T珂Fで しょうか。ついつい暴飲、暴食になりやすいこの季節、

体の健康に十分注意してください。

子供たちは夏休みに入り、楽しい毎日を過ごしていること

と思います。地域の行事に積極的に参加したり、勉強や部活

動に励むなど有意義な夏休みにしてください。

高森町マスコット

‖o.552
‖o,552 平成 17年 8月 5日発行

平成 17年 8月5日
2θθ5.И″′g″∫′ 舅仁
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森林資源保護・自然保護のため、本誌は再生紙を使用しています。
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温 高森温泉館
林 林業総合センター
基 基幹集落センター

館
館
蓉
遊

町集会所

芙
朋
上

芙
朋
上
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判
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旭通婦人会・  ‐■|,P'‐   ・ⅢⅢ.

以
前

一
度
解
散
し
た
旭
通
婦
人

会
。
平
成
Ｈ
年
に
再
結
成
さ
れ
、

翌
１２
年
か
ら
行

っ
て
い
る
活
動
が

あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
。
毎
月
第

一
水
曜
日
に
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
梅
香
苑
を
訪
れ
、

入
所
者
の
洗
濯
物
を
た
た
む
こ
と

で
す
。
入
浴
日
の
翌
日
、
梅
香
苑
は
普

段
と
比
べ
も
の
に
な
ら
な
い
く
ら

い
の
洗
濯
物
が
出
る
そ
う
で
、
梅

香
苑
の
洗
濯
担
当
者
は
、　
一
日
中

慌
た
だ
し
い
日
を
送
り
ま
す
。

月
に
よ

っ
て
参
加
人
数
は
違
い

ま
す
が
、
こ
の
日
の
参
加
者
は
５

人
。
見
た
だ
け
で
も
た
め
息
が
出

そ
う
な
山
積
み
に
さ
れ
た
タ
オ
ル

や
バ
ス
タ
オ
ル
、
シ
ー
ツ
な
ど
を

一
枚

一
枚
て
い
ね
い
に
、
何
気
な

い
会
話
を
楽
し
み
な
が
ら
た
た
ん

で
い
ま
し
た
。

「
お
互

い

の

コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
図
り
な
が
ら
、
楽
し
ん

で
や
っ
て
い
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
婦
人
会
活
動
の
主
体
に
な

っ

て
ま
す
」
と
児
玉
民
江
会
長
は
話

し
ま
す
。

今
年
３
月
に
行
わ
れ
た

「創
立

２０
周
年
記
念
式
典
」
で
は
、
入
所

者
の
生
活
向
上
に
大
き
く
貢
献
し

た
と
し
て
、
梅
香
苑
か
ら
感
謝
状

も
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

そ
ん
な
旭
通
婦
人
会
、
入
所
者

と
の
会
話
も
楽
し
み
ま
す
。
あ
い

さ
つ
を
交
わ
し
た
り
、
と
き
に
は

部
屋
ま
で
行

っ
て
お
し
ゃ
べ
り
を

し
た
り
。
入
所
者
の
健
康
状
態
も

気
に
掛
け
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

苑
外
と
の
交
流
が
少
な
い
入
所
者

に
と

っ
て
、
こ
の
会
話
に
よ

っ
て

笑
顔
が
あ
ふ
れ
、
行
動
も
積
極
的

に
な

っ
て
い
ま
し
た
。
こ
こ
で
も

一
役
買
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

地
域
内
で
の
交
流
が
少
な
く

な

っ
て
し
ま
っ
た
現
在
、
旭
通
婦

人
会
は
情
報
交
換
の
場
を
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
場
と
し
て
い
ま
す
。
「こ

れ
か
ら
も
続
け
て
い
き
た
い
」
と

旭
通
婦
人
会
の
皆
さ
ん
。
長
続
き

が
難
し
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
今
年

で
６
年
目
に
入
り
ま
す
。

ありが
｀
どうご`ざヽ ま`した (敬称略)おくヤみもうにめげ

°
ます

2005年 6月 受付分 (敬称略)

[住 所]

高森 ・下町

中 。中 村

高 森 ・ 森

永野原。小仲野

津留 。上町

高森・横町

高森 。上町

河原 。河原

草部 。社倉

[死亡者]

本田ウミ子

本田チヨ子

河崎信二郎

工藤ケサエ

雄木 國男
嶋田 竜輝
林  秋夫
後藤 ミチ
青木  レイ

[御遺族]

本田 利夫
本田 雅康
河崎 啓蔵
工藤 正信
雄木ハツエ

嶋田 健太
林  崎子
後藤 栄蔵
青木 絹子

優藝参・1、鵬
「「

~:_´‐
鶏断

甲斐

青木

睦夫

絹子

■町社会福祉協議会ヘ

<香典返し>林  崎子
本田 雅康

[年齢]

65

55

58

82

76

0

83

91

98

<一般寄付>立石ダンス教室
あさひ会老人クラブ

吉良 禎人 (叙勲内祝)

梅香苑から贈られた感謝状
19 TAKAMoRT rov./N-2005.8

■

8/写

心配ごと相談/
芙 13:00～

どぎゃん会/覇
9:30´ヤ

万年青会/上
10:00^v

14
役場支払日

霧彦
風鎮祭

高森温泉館休館日
/温
ペット相談/芙
13:()0～

風鎮祭 行政相談/芙
13:00^レ
3か月児健診/1林
13:30～

Lヽ

馘1
:■
‐:  ●
.■  ‐..|
二.「‐1・

機能訓練あゆみ会/
羞議 13:30～

彦t
轟轟 ″ヽ 舅導

役場支払日

育児・児童相談
/美
13:00～

憑陪
福寿草の会/基
9:30～
年金相談/林
10:00～ 15:00

21 9/

1才 6か月児健診

/棒
13:30～

Ｑ
）

4
役場支払日 マタニティ料理

教室/
林 11:00～
心配ごと相談/
美 13:00～

7
万年青会/上
10:00ヘン

巡回法律相談/
芙 13:00～

ヽ
日

′

′
ｒヽ

T akamori alendar たかもリカレンダー  ■8月 7日 ～9月 10日
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○
試
験
場
受
付
時
ま
た
は
受
験
票
交
付
時
に
指

定
す
る
。

鰈
お
問
い
合
わ
せ
先

阿
蘇
募
集
事
務
所

ＴＥＬ

０

９

６

７

‐

３

４

‐

０

３

４

８

総
務
課
行
政
係

ＴＥＬ
６
２
‐
１
１
１
１

（内
線
１
１
４
）

本
町
の
自
衛
官
募
集
相
談
員
は
、
栗
焼

ケ
サ
ユ
さ
ん

（野
尻

・
河
地
）
と
瀬
井
公

吉
郎
さ
ん

（高
森

。
森
）
で
す
。

自
衛
官
志
望
者

へ
の
情
報
の
提
供
や
相

談
を
行

っ
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

住
宅
が
密
集
す
る
旭
通
公
民
館
か
ら

テ
ン
ポ
の
い
い
音
楽
が
聞
こ
え
て
き
ま

す
。
中
で
は
ス
カ
ー
ト
に
ハ
イ
ヒ
ー
ル

を
履
い
た
女
性
３
人
が
、
さ
わ
や
か
な

汗
を
光
ら
せ
な
が
ら
軽
や
か
な
ダ
ン
ス

を
踊
っ
て
い
ま
し
た
。

県
内
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
実
力
を
持
つ
立

石
ダ
ン
ス
教
室

・
立
石
亀
八
さ
ん
が
開

く
水
曜
会
の

一
幕
で
す
。
女
性
３
人
は

い
ず
れ
も
７０
歳
を
過
ぎ
た
高
齢
者
。
始

め
た
き
っ
か
け
は
そ
れ
ぞ
れ
で
す
が
、
１２

年
間
続
け
て
い
る
と
い
う
本
田
コ
フ
ユ
さ

ん
は

「前
か
ら
音
楽
に
合
わ
せ
て
踊
る
こ

と
が
好
き
で
し
た
。
社
交
ダ
ン
ス
な
ら

剛
お
問
い
合
わ
せ
先

栗
焼
ケ
サ
ユ
さ
ん

（Ⅲ
６
５
‐
０
５
７
４
）

瀬
井
公
吉
郎
さ
ん

（ＴＥＬ
６
２
‐
２
７
４
９
）

現
在
各
地
域
に
お
い
て
地
域
づ
く
り
の

グ
ル
ー
プ
が
結
成
さ
れ
、
活
発
な
活
動
が

展
開
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
こ

と
か
ら
、
地
域
活
性
化
の
取
り
組
み
の
ひ

と
つ
と
し
て
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

今
回
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
正
午
の
ニ
ュ
ー
ス
で
お

馴
染
み
の
武
田
真

一
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
を
講
師

と
し
て
、
「
ニ
ュ
ー
ス
を
伝
え
る
声
の
力
と

は
」
と
題
し
、
講
演
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

な
お
、
夜
間
の
講
演
会
で
す
の
で
、
中
・

高
校
生
の
方
は
保
護
者
の
方
と
ご

一
緒
に

お
い
で
く
だ
さ
い
。

○
日
　
時
　
８
月
２０
日

（土
）

午
後
７
時
～

○
場
　
所
　
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー

２
階
大
会
議
室

●

予
お
問
い
合
わ
せ
先

企
画
財
政
課
企
画
係

ＴＥＬ
６
２
‐
１
１
１
１

（内
線
２
１
０
）

第
１０
回
湧
水
ト
ン
ネ
ル
七
夕
ま
つ
り
で

開
催
し
た

「
小
中
学
生
七
夕
書
道
展
」
の

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。
（各
学
年
の
特

選
の
み
掲
載
）

○
小
学
１
年
　
高
森
東
小
　
　
森
本
美
寧

〇
小
学
２
年
　
高
森
東
小
　
　
白
石
亜
実

○
小
学
３
年
　
高
森
中
央
小
　
今
村
想

○
小
学
４
年
　
高
森
中
央
小
　
福
留
佳
帆

〇
小
学
５
年
　
高
森
中
央
小
　
桐
原
彩
音

〇
小
学
６
年
　
高
森
中
央
小
　
後
藤
葵

○
中
学
１
年
　
高
森
中
　
　
　
後
藤
ち
ぐ
さ

○
中
学
２
年
　
高
森
中
　
　
　
杉
田
知
栄
子

○
中
学
３
年
　
高
森
中
　
　
　
古
澤
静
香

すまし＋
ノ
届七⊂を康健てし通を

手
ロ一〓ロ
師
鴫
聞出寸

＝
Ｈ
Ｈ

И
■
０
乙

●
映
画
や
芸
能
人
社
交
ダ
ン
ス
大
会
で

ブ
ー
ム
に
火
が
点
き
、
子
ど
も
か
ら

お
年
寄
り
ま
で
幅
広
い
年
代
層
に
愛

好
者
が
広
が

っ
て
い
る
社
交
ダ
ン
ス
。

２
０
０
８
年
開
催
の
北
京
オ
リ
ン
ピ
ツ

ク
で
は
予
定
種
目
に
な
っ
て
い
る
よ
う

に
、
競
技
を
目
指
す
人
と
健
康

・
趣
味

で
踊
る
人
に
三
分
さ
れ
ま
す
。
「時
間

と
体
に
相
談
し
て
で
き
る
と
き
に
や
っ

て
い
ま
す
」
と
甲
斐
タ
ヱ
子
さ
ん

（高

森

・
森
）
が
言
う
よ
う
に
、
水
曜
会
は

後
者
の
方
。
美
し
い
姿
勢
と
適
度
な
運

動
、
ま
た
は
体
力
づ
く
り
、
そ
し
て
何

よ
り
人
生
を
楽
し
む
た
め
に
踊
っ
て
い

ま
す
。
そ
ん
な
立
石
ダ
ン
ス
教
室
。
毎
年
６

月
に
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー
で
ダ

ン
ス

パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
催
し
、
そ
こ
で
得
た

収
益
金
を
毎
年
町
社
会
福
祉
協
議
会

ヘ

寄
付
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
は

「水
曜
会

も
皆
さ
ん
の
健
康
の
た
め
に
や
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
で
町
の
福
祉
に
少
し
で
も

役
立
て
て
ほ
し
い
」
と
い
う
立
石
さ
ん

の
や
さ
し
い
気
持
ち
か
ら
。

興
味
が
あ
る
人
な
ら
誰
で
も
入
れ
る

と
い
う
立
石
ダ
ン
ス
教
室
水
曜
会
は
、

毎
週
水
曜
日
午
後
２
時
か
ら
旭
通
公
民

館
で
開
か
れ
て
い
ま
す
。
立
石
さ
ん
は

「下
手
な
あ
な
た
が
主
役
で
す
。
あ
な

た
も

『
Ｓ
ｈ

ａ
ｌ
ｌ
　
Ｗ
ｅ
　
ｄ

ａ
ｎ

ｃ
ｅ
？
』
し
ま
せ
ん
か
」
と
笑
顔
で
話

し
て
い
ま
し
た
。

地
域
活
性
化
講
演
会
　
　
　
　
　
　
小
中
学
生
七
夕
書
道
展

●

●

私
に
も
で
き
る
と
思
い
ま
し
た
」
と
話

し
ま
す
。

社
交
ダ
ン
ス
は
、
「ス
タ
ン
ダ
ー
ド

（モ

ダ
ン
）
」
と

「ラ
テ
ン
」
の
２
つ
に
分
け
ら

れ
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
ワ
ル
ツ
や
タ

ン
ゴ
、
チ
ャ
チ
ャ
チ
ャ
や
サ
ン
バ
な
ど

約
１０
種
類
の
ダ

ン
ス
が
あ
り
、
数
え
切

れ
な
い
ほ
ど
の
ス
テ
ッ
プ
が
あ
り
ま
す
。

山
都
町

（旧
蘇
陽
町
）
か
ら
レ
ツ
ス
ン
を

受
け
に
来
て
い
る
山
下
マ
ス
コ
さ
ん
は

「ダ
ン
ス
を
覚
え
る
こ
と
で
認
知
症
予
防

に
も
な
り
ま
す
。
少
し
ず

つ
覚
え
な
が

ら
達
成
感
を
味
わ

っ
て
い
ま
す
」
と
社

交
ダ
ン
ス
の
魅
力
の

一
つ
を
語
り
ま
す
。

華
麗
な
ダ
ン
ス
を
披
露
す
る
甲
斐
タ
ヱ
子
さ
ん

入
札
結
果

（５
０
０
万
円
以
上
）

○
工
事
名

菅
山
地
区
飲
料
水
供
給
施
設
整
備
水
源

さ
く
井
工
事

○
工
　
期

平
成
１７
年
７
月
２５
日
～

平
成
１７
年
９
月
２６
日

○
契
約
金
額

１

０

、
１

４

５

、
１

０

０

円

○
請
負
者

九
州
日
商
興
業

（株
）

社交ダンス機寡

南郷谷整形外科医院

渡 辺 内 科

後 藤 医 院

立 野 病 院

藤 本 医 院

平 田 医 院

馬 原 内科 医 院

TEL 62-3351

T肌 67-1777

TE1 67-0019

TEL 68-0111

TEL 67-0020

T肌 62-0216

TEL 62-0646

◎ 8月のテーマ
鰈月曜日
坐骨神経痛
輻火曜日

足のむくみ

鰈水曜日

しみ 。そばかすのケア

饉木曜日
入れ歯の安定剤について

鰈金曜日
手掌多汗症

欲土曜日・ 日曜日

性教育シリーズ⑭

0

8月 14日

8月 21日

8月 28日

9月 4日

9月 11日

9月 18日

9月 19日

町社会福祉協議会へ毎年寄付をしている

し
』
い

ム
ロ

ハ 本
096

琳唖ヨ■7■ |々
【高森 上在】

社交ダンスは気軽にできる運動で

す。一人 30分程度のダンスで気持
ちいい汗をかきますし、足腰も丈夫

になります。趣味を持つという意味

では、社交ダンスは最適です。これ

からも続けていきたいですね。

=石
手榊
【阿蘇市・旧阿蘇町】

社交ダンスを通して、高森町民の

健康維持に協力したいと思つていま

す。社交ダンスは地味で難しいと思

われる方もいるかも しれませんが、

やりがいのあるスポーツです。まず

は運動のために始めてみませんか。

18_3 TAKAMORI TCバ VN-2005.8

「

・
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錮 顧・

左から 2番目が瀬井さん、

自
衛
官
募
集
相
談
員

ｔ
哺
１

ξ[季‐| ‐酵キヨ
!~・
~P

NHK武 田真一アナウンサー

休日在宅医     |■|

健康間灌を

24時 間、

日督わりで

お送りします。
"lⅢ
l

■■■



●

登
録
及
び
狂
犬
病
予
防
注

射
を
受
け
さ
せ
ま
し
ょ
う

生
後
９１
日
以
上
の
大
は
、
登
録

（生
涯
１
回
）
と
狂
大
病
予
防
注

射

（毎
年
１
回
）
が
法
律
で
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

登
録
さ
れ
た
大
に
配
布
さ
れ
る

鑑
札
は
必
ず
首
輪
に
付
け
て
く
だ

さ
い
。
迷
子
に
な

っ
た
場
合
に
身

元
を
証
明
す
る
役
目
を
果
た
し
ま

す
。ま
た
、
狂
大
病
予
防
注
射
は
狂

大
病
の
感
染
を
予
防
す
る
目
的
が

あ
り
ま
す
。
狂
大
病
は
哺
乳
類

・

鳥
類
等
す
べ
て
の
恒
温
動
物

（人

間
を
含
む
）
に
感
染
す
る
病
気
で
、

い
っ
た
ん
感
染
す
る
と
そ
の
治
療

は
難
し
く
、
発
病
し
て
し
ま
う
と

１
０
０
％
死
亡
す
る
恐
ろ
し
い
病

気
で
す
。
外
国
で
は
未
だ
に
狂
犬

病

の
発
生
が
報
告
さ
れ
て
い
ま

す
。
昨
今
の
ペ
ッ
ト
ブ
ー
ム
の
中
、

外
国
か
ら
輸
入
さ
れ
る
動
物
も
多

く
、
い
つ
狂
大
病
ウ
イ
ル
ス
が
持

ち
込
ま
れ
て
も
お
か
し
く
な
い
状

況
で
す
。
国
内
で
狂
大
病
を
発
生

さ
せ
な
い
た
め
に
も
、
狂
大
病
予

防
注
射
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

※
次
回
の
狂
大
病
予
防
注
射
は
１１

月
に
予
定
し
て
い
ま
す
。

○
受
付
期
間

猫
を
飼
っ
て
い

み
な
さ
ん
ヘ

難

瘍
蛛
・

お
も
ち
ゃ
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

ＴＥＬ

０

９

６

‐

３

８

３

‐

７

３

３

０

非
核
高
森
町
宣
言
を
求
め
る
請
願
書
が

昭
和
５９
年
１２
月
議
会
に
提
出
さ
れ
、
こ
れ

を
高
森
町
議
会
は
、
採
択
し
て
い
ま
す
。

こ
の
宣
言
は
、
「
世
界
の
平
和
を
願
う
諸
国

民
と
共
に
核
兵
器
廃
絶

へ
の
決
意
と
子
供

た
ち
の
未
来
を
守
る
た
め
に
、
日
本
国
憲

法
に
掲
げ
ら
れ
た
恒
久
平
和
の
理
念
と
、

非
核
三
原
則
を
日
常
の
町
民
生
活
の
中
に

生
か
し
、
こ
こ
に
非
核
地
域
で
あ
る
こ
と

を
宣
言
す
る
」
と
う
た
わ
れ
て
い
ま
す
。

核
戦
争
が
起
き
る
恐
れ
の
あ
る
地
域
が
、

今
も
な
お
存
在
す
る
中
で
、
「核
兵
器
を
持

た
ず
、作
ら
ず
、持
ち
込
ま
せ
ず
」
と
い
う
「非

核
三
原
則
」
の
持
つ
意
義
は
、
大
変
重
要
で

す
。
こ
の

「非
核
三
原
則
」
を
守
り
、
世
界

の
平
和
と
人
類
の
繁
栄
を
願
う

「非
核
高
森

町
宣
言
」
の
精
神
を
、
私
た
ち

一
人
ひ
と
り

が
後
世
に
伝
え
ま
し
よ
う
。

引
揚
者
の
皆
さ
ま
ヘ

税
関
で
は
、
終
戦
後
、
外
地
か
ら
引
き

揚
げ
て
来
ら
れ
た
方
々
か
ら
お
預
か
り
し

た
通
貨
や
証
券
類
を
お
返
し
し
て
い
ま
す
。

お
返
し
す
る
通
貨
等
は
次
の
も
の
で
す
。

・
終
戦
後
、
外
地
か
ら
引
き
揚
げ
て
来
ら

れ
た
方

々
が
、
上
陸
地

の
税
関

・
海
運

局
に
預
け
ら
れ
た
通
貨

・
証
券
な
ど

（２
）
孫

（３
）
祖
父
母

（４
）
兄
弟
姉
妹

④
右
記
③
以
外

の

（
１
）
父
母

（
２
）

孫

（３
）
祖
父
母

（４
）
兄
弟
姉
妹

⑤
右
記
①
か
ら
④
以
外
の
ご
遺
族
で
、

戦
没
者
等
の
死
亡
時
ま
で
引
き
続
き

１
年
以
上
生
計
関
係
を
有
し
て
い
た

三
親
等
内
の
親
族

○
支
給
内
容

額
面
４０
万
円
、
１０
年
償
還
の
記
名
国
債

○
請
求
期
間
　
平
成
２０
年
３
月
３１
日
ま
で

灯
お
問
い
合
わ
せ

・
請
求
先

保
健
福
祉
課
福
祉
係

■
６
２
‐
１
１
１
１

（内
線
１
２
１
）

野
鳥
は
許
可
等
な
く
捕
獲
は
で
き
ま
せ

ん
。
許
可
な
く
捕
獲
さ
れ
た
野
鳥
の
飼
養

ま
た
は
販
売
も
で
き
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、

狩
猟
者
登
録
を
受
け
た
者
が
狩
猟
鳥
を
狩

猟
期
間
中
に
捕
獲
す
る
場
合
等
、
さ
ら
に

狩
猟
鳥
を
飼
う
場
合
は
除
き
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

農
林
振
興
課
林
業
振
興
係

ＴＥＬ
６
２
‐
１
１
１
１

（内
線
１
５
２
）

野
鳥
を
捕
ま
え
る

・
飼
う
こ
と

は
原
則
禁
止
で
す

ま
日
■
■
■

犬
の
飼
い
主
は
、
大
を
つ
な
い

で
お
く
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
大
の
放
し
飼
い
は
人
に

迷
惑
を
か
け
ま
す
の
で
絶
対
に
や

め
て
く
だ
さ
い
。
う
ち
の
大
は
大

丈
夫
と
思

っ
て
い
て
も
、
思
い
が

け
ず
近
所
や
通
行
人
に
迷
惑
を
か

け
た
り
、
道
路
や
畑
等
に
フ
ン
を

し
た
り
し
ま
す
。
ま
た
、
散
歩
中

も
大
が
好
き
な
人
ば
か
り
で
は
な

い
こ
と
を
考
慮
し
、
周
辺
へ
十
分

な
気
配
り

（
フ
ン
の
後
始
末
）
と

正
し
い
し
つ
け
に
心
が
け
ま
し
よ

う
。ま
た
、
放
し
飼
い
の
大
が
人
に

迷
惑
を
か
け
ま
す
と
、
保
健
所

・

役
場
で
保
護
す
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
役
場
で
も
年
間
数
十
頭
の

飼
い
犬
ら
し
き
大
を
保
護
し
て
い

ま
す
が
、
鑑
札
を
付
け
て
い
な
い

た
め
に
飼
い
主
が
わ
か
ら
な
い
と

い
っ
た
ケ
ー
ス
が
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。
保
護
さ
れ
た
犬
は
お
よ
そ

２
～
３
日
保
健
所
で
拘
束
さ
れ
、

飼
い
主
が
わ
か
ら
な
い
場
合
は
処

分
さ
れ
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

近
所
の
猫
が
庭
に
フ
ン
を
し
て

困

っ
て
い
る
…
。
こ
ん
な
ト
ラ
ブ

ル
も
よ
く
耳
に
し
ま
す
。

近
所
か
ら
直
接
は
苦
情
を
聞
か

な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
周
囲
に

迷
惑
を
か
け
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
猫
は
、
大
の
よ
う
に
つ
な
い
で

飼
う
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
だ
か

ら
こ
そ
飼
い
主
の
気
配
り
が
必
要
で

す
。
敷
地
内
に
ト
イ
レ
を
設
け
て

キ
チ
ン
と
し
つ
け
る
な
ど
、
責
任

と
愛
情
を
も
っ
て
飼
い
ま
し
よ
う
。

犬

・
猫
に
エ
サ
だ
け
を

与
え
て
い
る
人
ヘ

決
ま

っ
た
飼
い
主
の
い
な
い
犬

や
猫
は
、
ゴ
ミ
置
場
を
荒
ら
す
な

ど
、
い
ろ
い
ろ
迷
惑
を
か
け
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
他
の
大

・
猫
が

集
ま

っ
て
き
た
り
、
子
ど
も
が
生

ま
れ
て
ま
す
ま
す
被
害
、
迷
惑
も

大
き
く
な
り
ま
す
。
飼
う
な
ら
責

任
を
も

っ
て
飼
い
ま
し
よ
う
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

保
健
福
祉
課
保
健
推
進
係

■
６
２
‐
１
１
１
１
（内
線
１
２
５
）

男
子年
間
を
通
じ
実
施
す
る
。
た
だ
し
、

平
成
１８
年
３
月
高
等
学
校
卒
業
予
定
者

及
び
中
等
教
育
学
校
卒
業
予
定
者
の
受

付
は
、
文
部
科
学

・
厚
生
労
働
両
省
か

ら
示
さ
れ
た
期
日
以
降
実
施
す
る
。

女
子平
成
１７
年
８
月
１
日
（月
）か
ら
同
年
９

月
８
日
（木
）
ま
で
（締
切
日
必
着
）。
た
だ

し
、
平
成
１８
年
３
月
高
等
学
校
卒
業
予
定

者
及
び
中
等
教
育
学
校
の
後
期
課
程
修
了

予
定
者
の
受
付
は
、
文
部
科
学
・厚
生
労
働

両
省
か
ら
示
さ
れ
た
期
日
以
降
実
施
す
る
。

○
応
募
資
格

男
子日
本
国
籍
を
有
し
、
採
用
予
定
月
の
１

日
現
在
、
１８
歳
以
上
２７
歳
未
満
の
男
子

女
子日
本
国
籍
を
有
し
、
平
成
１８
年
４
月
１

日
現
在
、
１８
歳
以
上
２７
歳
未
満
の
女
子

○
試
験
期
日

男
子受
付
時
に
指
定
す
る
。
た
だ
し
、
平

成
１８
年
３
月
高
等
学
校
卒
業
予
定
者
及

び
中
等
教
育
学
校
卒
業
予
定
者
の
た
め

の
試
験
は
、
原
則
と
し
て
、
平
成
１７
年

９
月
１６
日

（金
）
以
降
に
実
施
す
る
。

女
子平
成
１７
年
９
月
２５
日
（日
）
及
び
２６
日

（月
）
。
た
だ
し
、
地
域
に
よ
っ
て
は
、
筆

記
試
験
を
除
く
試
験
種
目
の
一
部
に
つ
い

て
期
日
を
別
に
指
定
す
る
場
合
が
あ
る
。

一
つ
の
命
を
持
っ
た

生
き
物
で
す
。

家
族
の
一
員
と
し
て
、

愛
情
と
責
任
を
持
っ
て

育
て
て
く
だ
さ
い
。

・
外
地
の
集
結
地
に
お
い
て
、
総
領
事
館
、

日
本
人
自
治
会
な
ど
に
預
け
ら
れ
た
通

貨

・
証
券
な
ど
の
う
ち
、
そ
の
後
日
本

に
返
還
さ
れ
た
も
の

お
預
か
り
し
た
通
貨
等
の
半
数
以
上
は

返
還
の
お
申
し
出
が
な
く
、
現
在
も
税
関

に
保
管
さ
れ
た
ま
ま
に
な

っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
返
還
に
つ
い
て
は
、
ご
本
人
だ

け
で
な
く
、
ご
家
族
の
方
々
も
請
求
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
お
心
当
た
り
の
方
は
、
お

気
軽
に
税
関
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

は
お
問
い
合
わ
せ
先

長
崎
税
関
監
視
部

ＴＥＬ

０

９

５

‐

８

２

８

‐

８

６

４

４

の
支
給

該
当
さ
れ
る
と
思
わ
れ
る
方
は
、
左
記

に
よ
り
請
求
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

○
対
象
者
戦
没
者
等

の
死
亡
当
時

の
ご
遺
族

で
、
平
成
１７
年
４
月
１
日
に
お
い
て
、

公
務
扶
助
料
や
遺
族
年
金
等
を
受
け
る

方
が
い
な
い
場
合
で
、
次
の
順
番
に
よ

る
先
順
位
の
ご
遺
族
お

一
人
で
す
。

①
弔
慰
金
の
受
給
権
者

②
戦
没
者
等
の
子

③
戦
没
者
等
と
生
計
関
係
を
有
し
て
お

り
、
か
つ
戦
没
者
等
と
氏
が
同
じ
で
あ
る

（１
）
父
母

●  ●

●  ●

自
衛
官
採
用
試
験
の
ご
案
内
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犬
の
放
し
飼
い

や
め
ま
し
ょ
う

1写IAKAMO霙:lNFO‐購1穆IAT:鬱輔

薔
日
一副
働̈
日
悧副
駅
一孤
■

―
●
１
１
■
●
撻
●

―
，―
　
　
一
　

．■
・群
一■
■
■
■
●
〓
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〓
・
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．

●

●

■
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●

●
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●
―

●

■

，

■
●
一
●
―

●
―
一
　
‐

日
=」
上」蠅翌圏戯■日■

戦
没
者
等
ご
遺
族
へ
の
特
別
弔



□■■

等
で
構
成
す
る

「
適
正
な
採
用
選
考
推
進

協
議
会
」
が
主
唱
し
、
県
下

一
円
で
啓
発

運
動
を
進
め
る
も
の
で
す
。

わ
が
国
の
憲
法
は
、
職
業
選
択
の
自
由

を
基
本
的
人
権
の

一
つ
と
し
て
、
す
べ
て

の
国
民
に
保
障
し
て
い
ま
す
。

従
業
員

の
採
用
に
当
た

っ
て
、
本
籍
、

出
身
地
、
家
族

の
職
業
、
資
産
、
思
想

・

信
条
等
を
聞

い
た
り
、
書
か
せ
た
り
し
な

い
よ
う
に
し
、
応
募
者
の
適
正
と
能
力
に

基
づ
か
な
い
、
誤

っ
た
採
用
選
考
を
行
わ

な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
ま

た
、
戸
籍
謄

（抄
）
本
の
提
出
及
び
身
元

調
査
は
、
就
職
差
別
に
つ
な
が
り
ま
す
の

で
行
わ
な
い
よ
う
強
く
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。新
規
学
校
卒
業
者
の
採
用
に
当
た

っ
て
、

企
業
が
求
め
る
応
募
書
類
に
つ
い
て
は
、
中

学
卒
は

「職
業
相
談
票

（乙
）
」
、
高
校
卒
は

「全
国
高
等
学
校
統

一
応
募
書
類
」
を
使
用

し
、
大
学
卒
等
に
は

「大
卒
用
応
募
社
用
紙

の
参
考
例
」
（具
体
的
に
は
県
下
各
公
共
職

業
安
定
所
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
）
の
活
用
を

お
願
い
し
ま
す
。
新
規
学
校
卒
業
者
以
外
の

採
用
選
考
に
お
い
て
は
「
日
本
工
業
規
格
（Ｊ

Ｉ
Ｓ
）
履
歴
書
」
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

適
正

・
公
平
な
採
用
選
考
を
実
施
し
、
就

職
差
別
を
解
消
し
て
い
く
こ
と
は
、
県
民
の

す
べ
て
の
課
題
で
す
。
各
機
関
、
団
体
、
企

業
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
適
正
な
採
用
選
考

の
実
施
に
つ
い
て
、
格
別
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

野
の
花
た
ち
に

沐
げ
る
音
楽
祭

職
場
で
の
ト
ラ
ブ
ル
．
ご
相
談

く
だ
さ
い
！

あ
な
た
の
職
場
で
は
、

。
男
性
と
同
じ
仕
事
を
し
て
い
る
の
に
、

女
性
の
昇
進
が
遅
い
。

・
妊
娠
を
報
告
し
た
ら
退
職
勧
告
を
受
け
た
。

・
職
場
で
の
セ
ク
ハ
ラ
が
あ
り
、勤
務
が
苦
痛
。

・
育
児
休
業
を
取
ら
せ
て
も
ら
え
な
い
。

な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
が
起
こ
っ
て
い
ま
せ
ん

ら
″
？
・
「労
働
局
長
に
よ
る
紛
争
解
決
の
援
助

（男

女
雇
用
機
会
均
等
法
第
１３
条
）」
、
「機
会
均
等

調
停
会
議
に
よ
る
調
停

（同
法
１４
条
）」
に
よ

り
、
ト
ラ
ブ
ル
解
決
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

秘
密
厳
守
、
相
談
は
無
料
で
す
。
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
労
働
局
雇
用
均
等
室

ＴＥＬ

０

９

６

‐

３

５

２

‐

３

８

６

５

福
祉
の
職
場
ガ
イ
ダ
ン
ス

福
祉
の
仕
事
に
関
心
の
あ
る
方
や
福
祉

の
職
場
で
働
き
た
い
方
に
、
専
門
的
な
知

識

・
情
報

・
資
格
取
得
の
方
法
等
に
つ
い

て
、
施
設
現
場
で
働
く
関
係
者

（施
設
長
・

介
護
職
員

・
相
談
員
等
）
等
に
よ
る
面
談

と
相
談
の
場
を
提
供
し
、
社
会
福
祉
事
業

へ
の
理
解
と
併
せ
て
、
就
職
活
動
の
参
考

に
な
る
た
め
に
開
催
し
ま
す
。

○
日
　
時
　
８
月
１９
日

（金
）

午
後
１
時
～
午
後
４
時
３０
分

○
会
　
場
　
熊
本
テ
ル
サ

○
内
　
容
　
講
演
及
び
ガ
イ
ダ
ン
ス

※
こ
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
は
、
職
員
採
用
を
前

提
と
し
た
事
業
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

饉
お
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
県
社
会
福
祉
協
議
会

ＴＥＬ

０

９

６

‐

３

２

２

‐

８

０

７

７

■
―
■
■
■
●
●
■
●
一
‐―■■
．
　
．
■
■
●
　
　
　
．●
．
　

　

‐■

配
偶
者
か
ら
の
暴
力
で
悩
ん
で

い
る
方
ヘ

配
偶
者
暴
力
防
止
法
が
改
正
さ
れ
ま
し

た
。保
護
命
令
の
対
象
を
、
子
ど
も
や
離
婚

し
た
元
配
偶
者
ま
で
拡
大
す
る
と
と
も
に
、

退
去
命
令
の
期
間
を
２
か
月
に
延
長
す
る

こ
と
な
ど
を
柱
と
し
た
改
正
法
が
成
立
し
、

平
成
１６
年
１２
月
２
日
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

○
改
正
の
主
な
内
容

。
「配
偶
者
か
ら
の
暴
力
」
の
定
義
の
拡
大

・
保
護
命
令
制
度
の
拡
充

・
被
害
者
の
自
立
支
援
の
明
確
化
　
等

※
内
閣
府
で
は
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
被
害

者
支
援
情
報
サ
イ
ト

（Ｆ
ご
一＼
＼
ヨ
く
≦

ｍ
①
“
錫
①
『
・”
ｏ
・ピ
＼
①
‐く
”
ヨ
＼
Ｆ
Ｏ
①
ｘ
旨
一５ｐ）
を

開
設
し
て
い
ま
す
。

鰈
お
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
県
環
境
生
活
部
男
女
共
同
参
画

・

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
推
進
課

ＴＥＬ

０

９

６

‐

３

８

３

‐

１

１

１

１

（内
線
７
４
２
２
・
７
４
２
３
）

拍
手
を
送
般
募
集

の
花
歌
詞
募
集
」
は
、

（矢
津
田
・小
村
）
の
「野
の

が
特
選
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
生
涯
学

座
受
講
者
募
集
中

習
通
信
講

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
で
は
趣
味

・
教
養
か
ら
語
学
、

資
格
ま
で
幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
の
講
座
を
ご
用

意
し
て
い
ま
す
。
通
信
講
座
で
す
の
で
マ
イ

ペ
ー
ス
で
学
べ
る
の
が
魅
力
で
す
。
ま
ず
は
、

無
料
の
案
内
書
を
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

○
講
　
座
俳
句
、
短
歌
、
川
柳
、
書
道
、
ベ
ン
字
、

絵
画
、
手
芸
、
英
語
、

ハ
ン
グ
ル
、
中

国
語
、
資
格
、
福
祉
資
格
、
教
養
な
ど

○
受
講
期
間

３
か
月
～
１
年

（講
座
に
よ
り
異
な
り
ま
す
）

○
申
　
込
　
年
中
受
付

瑕
お
問
い
合
わ
せ

。
資
料
請
求
先

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園

ＴＥＬ

０

４

２

１

５

７

２

‐

３

１

５

１

◎
衛
生
ラ
ジ
オ
の
放
送
講
座
を
聴
き
な
が

ら
自
宅
で
勉
強
、
レ
ポ
ー
ト
提
出
と
月

平
均
２
回
の
ス
ク
ー
リ
ン
グ
を
積
み
重

ね
、
３
年
で
高
校
が
卒
業
で
き
ま
す
。

◎
学
ぶ
意
欲
さ
え
あ
れ
ば
、
年
齢
不
間
、

勤
労
者

・
主
婦

・
生
涯
学
習
を
目
指
す

高
齢
者
等
、
誰
で
も
入
学
で
き
ま
す
。

○
願
書
受
付
期
間

８
月
２２
日

（月
）
～
９
月
２０
日

（火
）

漑
お
問
い
合
わ
せ
先

東
海
大
学
付
属
望
星
高
等
学
校
・熊
本
校

＞
皇
后
美
智
子
さ
ま
に
種
子
を
献
上
し
、
昨
年

４
月
苗
と
し
て
里
帰
り
し
た

「
ハ
ナ
シ
ノ
ブ
」

の
記
念
碑
除
幕
式
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

＞
恒
例
の
て
る
て
る
ぼ
う
ず

コ
ン
テ
ス
ト
は
、

高
森
保
育
園
の

「み
ん
な
仲
良
し
て
る
て
る
ば

う
ず
」
が
金
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

■
み
な
さ
ん
の
ま
わ
り
の
身
近
な
話
題
や

で
き
ご
と
な
ど
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

企
画
財
政
課
企
画
係

□
６
２
‐
１
１
１
１
　
□
６
２
‐
１
１
７
４

●  ●

●  ●

は
な
し
の
ぶ
コ
ン
サ
ー
ト

人

繊
細
な

つ 央
は

25回
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機
１０
月
１
日
に
平
成
１７
年
国
勢
調
査
を

行
い
ま
す
。

０
国
勢
調
査
は
、
人
口
と
世
帯
に
関
す

る
最
も
基
本
的
な
統
計
調
査
で
、
大

正
９
年

（
１
９
２
０
年
）
に
第
１
回

調
査
を
行

い
、
以
来
５
年
ご
と
に
実

施
し
て
い
ま
す
。

●
今
回
の
国
勢
調
査
は
、
少
子
高
齢
化

が
進
む
中
で
我
が
国
の
人
口

・
世
帯

の
最
新

の
実
態
を
明
ら
か
に
し
、
国

民
生
活
の
向
上
に
幅
広
く
役
立

つ
基

礎
的
な
デ
ー
タ
を
提
供
し
ま
す
。

０
国
勢
調
査
は
、
日
本
に
住
ん
で
い
る

す
べ
て
の
人
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

機
９
月
下
旬
か
ら
１０
月
上
旬
に
か
け
て
、

国
勢
調
査
員
が
皆
さ
ん
の
お
宅

へ
、

調
査
票
の
配
布
と
受
け
取
り
に
う
か

が
い
ま
す
。

●
国
勢
調
査
員
を
は
じ
め
と
す
る
調
査

関
係
者

に
は
、
守
秘
義
務
が
あ
り
、

調
査
内
容
の
秘
密
は
保
護
さ
れ
ま
す
。

量
お
問
い
合
わ
せ
先

企
画
財
政
課
企
画
係

ＴＥＬ
６
２
‐
１
１
１
１

（内
線
２
１
２
）

強
化
さ
れ
ま
す
里

有
明
海
及
び
八
代
海
の
再
生
に
向
け

た
対
策

の

一
環
と
し
て
、
工
場
及
び
事
業

場
の
排
水
規
制
を
強
化
す
る
た
め
、
排
水

規
制

に
関
す
る
条
例
等

が
改
正
さ
れ
ま

し
た
。
今
回
の
主
な
改
正
点
は
、

①
規
制
が
適
用
さ
れ
る
区
域
の
拡
大

②
規
制
対
象
と
な
る
施
設
等
の
拡
大

③
排
水
基
準
項
目
の
追
加

④
排
水
基
準
の
強
化
　
等

で
あ
り
、
施
行
日
は
平
成
２０
年
４
月
１
日

で
す
。
詳
細
は
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

に
な
る
か
、
最
寄
り
の
保
健
所
衛
生
環

境
課
ま
た
は
県
環
境
保
全
課
水
保
全
対

策
室
ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

爾
お
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
県
環
境
保
全
課
水
保
全
対
策
室

■
０
９
５
‐
３
８
３
‐
１
１
１
１

（内
線
７
３
５
５
）

え
が
お
の
種
を
ま
一旨
つ

○
募
集
内
容

人
権
に
関
す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ

（１
０
０
字
以
内
、
形
式
自
由
）

○
募
集
期
間
　
９
月
９
日

（金
）
ま
で

○
応
募
作
品
の
利
用

１２
作
品
を
選
定
し
啓
発
活
動
に
利

用

（選
定
作
品
応
募
者
に
記
念
品
と

し
て
１
万
円
分
の
図
書
券
を
送
付

・

著
作
権
は
県
に
帰
属
）

睾
お
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
県
人
権
セ
ン
タ
ー

ＴＥＬ

０

９

６

１

３

８

４

１

５

８

２

８

ル

マ

ー

ク

・

県
で
は
、
平
成
１９
年
秋
期
に
阿
蘇
み
ん

な
の
森
で
開
催
す
る

「第
３１
回
全
国
育
樹

祭
」
で
使
用
す
る
大
会
テ
ー
マ
、
シ
ン
ボ

ル
マ
ー
ク
及
び
ポ
ス
タ
ー
原
画
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
県
内
の
各
学
校
や
市
町
村
役

場
、
地
域
振
興
局
等
に
配
布
し
た
チ
ラ
シ

ま
た
は
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
募
集
要
領
を

ご
確
認
の
う
え
ご
応
募
く
だ
さ
い
。
入
賞

者
に
は
副
賞

（賞
金
ま
た
は
賞
品
）
を
ご

用
意
し
て
い
ま
す
。

Ｎ
お
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
県
森
林
整
備
課
み
ど
り
推
進
室

ＴＥＬ

０

９

６

１

３

８

２

１

８

７

１

２

熊
本
県
阿
蘇
地
域
振
興
局
税
務
課
で

は
、
次
の
と
お
り
公
売
を
実
施
し
ま
す
。

正
規
の
手
続
費
用
と
比
べ
る
と
、
安
価
で

購
入
で
き
、
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

電
話
加
入
権
等
の
取
得
を
お
考
え
の
方
や
、

公
売
に
つ
い
て
お
知
り
に
な
り
た
い
方
は
、

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

な
お
、
事
情
に
よ
り
公
売
を
中
止
す
る

電
話
加
入
権

・
Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｎ
回
線

利
用
権
の
公
売

七
夕
飾
り
を
出
展
い
た
だ
い
た
方
々
（順
不
同
）

ご
協
力
あ
り
が
と
う
こ
ざ
い
ま
し
た

高
森
高
校
美
術
部
、
第
二
桜
ヶ
丘
保
育
園

（熊

本
市
）
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
陽
の
丘
荘

（南

阿
蘇
村
）
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
陽
の
丘
荘

（南
阿
蘇
村
）
、
熊
本
県
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル
協
会
、

芳
野
小
学
校
５
年
生

（熊
本
市
）
、
日
知
屋
保
育

所

（宮
崎
県
日
向
市
）
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

水
生
苑

（南
阿
蘇
村
）
、
幸
せ
家
族
２
基

（宇
土

市
）
、
ゆ
き
ぞ
の
学
園

（山
都
町
）
、
ト
ン
ネ
ル

の
駅

（宮
崎
県
高
千
穂
町
）
ツ
ツ
ミ
薬
局
、
早

川
製
作
所
熊
本
工
場
、
伊
澤
製
作
所
熊
本
工
場
、

青
山
製
作
所
熊
本
工
場
、
福
永
測
量
設
計
、
た

か
も
り
花
高
原
、
お
や
ど
灯
里
、
高
森
田
楽
村
、

そ
ば
処
慶
恩
、
め
が
ね
の
光
学
堂

（宇
城
市
）
、

∽
ヨ
〓
①
工
①
∞
「一
２
基

（富
合
町
）
、
森
山

（宇

城
市
）
、
Λ
≧
く
⊂
グ
ル
ー
プ

（菊
池
市
）
、
阿
蘇

の
酒
れ
い
ざ
ん
、
花
朋
、
食
膳
渡
辺
、
高
森
幼

稚
園
、
高
森
保
育
園
、
高
森
町
解
放
子
ど
も
会
、

西
部
開
発
い

（熊
本
市
）
、
富
士
造
園
土
木
、
高
梢
、

岩
下
り
ん
ど
う
園
、
あ
そ
和
楽
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
、
南
阿
蘇
訪
間
介
護
事
業
企
業
組
合
、
平
田

医
院
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
梅
香
苑
、
熊
本

県
信
用
組
合
高
森
支
店
、
肥
後
銀
行
高
森
支
店
、

高
森
郵
便
局
、
Ｊ
Ａ
阿
蘇
高
森
中
央
支
所
、
阿

蘇
森
林
組
合
高
森
支
所
、
高
森
町
商
工
会
、
立

正
福
社
会
高
森
寮
、
豊
前
屋
本
店
、
山
見
茶
屋
、

南
阿
蘇
鉄
道
、
阿
蘇
観
光
タ
ク
シ
ー
、
休
暇
村

南
阿
蘇
、
高
森
温
泉
館
、
野
尻

・
草
北

・
河
原

保
育
園
、
色
見
保
育
園
、
草
部
保
育
園
、
高
森

東
小
学
校
、
高
森
中
央
小
学
校
、
高
森
中
学
校
、

高
森
東
中
学
校
、
高
森
高
校
１
年
生
４
基
、
高

森
東
中
共
同
調
理
場

・
ス
ク
ー
ル
バ
ス
、
高
森

中
央
小
共
同
調
理
場
、
高
森
町
社
会
福
祉
協
議

会
、
高
森
町
水
道
事
業
組
合
、
ひ
ゆ
が
や
、
観

光
協
〈
〒

森
の
風
、
役
場
内
の
各
課

・
所

・
局

・

室
７
基

総
計
″
基
の
出
展
で
し
た
。

場
合
も
あ
り
ま
す
。

○
公
売
日
　
８
月
２４
日

（水
）

○
入
札
開
始
　
午
後
１
時
３０
分
か
ら

（で
き
る
だ
け
お
早
め
に
お
越
し
く
だ

さ
い
）

○
場
　
所
熊
本
県
阿
蘇
地
域
振
興
局
１
階
中

会
議
室

○
準
備
す
る
も
の

。
現
金

（２
万
５
千
円
以
内
）

・
印
か
ん

（個
人
の
場
合
、
認
印
で
可
）

・
筆
記
用
具

○
当
日
の
手
続
き

電
話
加
入
権
を
落
札
さ
れ
た
場
合
、

当
日
売
却
代
金
を
納
付
い
た
だ
き
ま
す
。

Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｎ
回
線
利
用
権
を
落
札
さ

れ
た
場
合
、
９
月
１
日

（本
）
に
売

却
代
金
を
来
局
納
付
い
た
だ
き
ま
す
。

鶉
お
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
県
阿
蘇
地
域
振
興
局
総
務
部
税
務
課

■
０
９
６
７
‐
２
２
‐
１
１
１
１

（内
線
３
２
１
）

の
適

８
月
１
日
か
ら
末
日
ま
で
の
ｌ
ヵ
月

間
、
職
業
選
択

の
自
由
を
保
障
し
、
就

職
差
別
を
排
除
す
る
目
的
の
も
と
に

「適

正
採
用
選
考
啓
発
月
間
」
が
実
施
さ
れ

ま
す
。
こ
の
月
間
は
、
熊
本
県
並
び
に

県
内

の
各
商
工
団
体
、
教
育
関
係
機
関

●

●
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′
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手

蝙

窪

■

―
世

螢

７
月
７
日
か
ら
１０
日
‐ま

で
ヽ
「第
１０
回
湧
水
ト
ン
ネ

ル
七
夕
ま
つ
り
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た―‐‐ｌ
ｏ　
　
・

―
土
日
は
あ
い
に
く
の
大
雨

■

ヤ

に
見
舞

わ
れ

‐
ま
し
た
が
ヽ
４

月
間

で
約

７
、
０
０
０
人

が

]

》
●
・

来
場
し
ま
し
た
一

‐
‥
短
冊
に
順
ヽ

‐

・、
‐
い
た
，来
場
者
―ょ‐
ご
と
を
書

、
ま
ず

ュ基

ク

ヽ
ｉ
・，
”ξ
一〓　
　
●
―
一■
一
一
・
′

タ
ト
パ
ー
ル
の
水
と
光
の
イ

り
■
―
ジ
ョ
ン
を
楽
み
ま
し

祟

，
■

■
・
　

ナ
（

．

１
ヽ
ピ
ー

・

ト

ン
ネ

ル
か
ら
出

て
き

‐た採
場
堵
は
、
大
満
足
の

様
子
で
し
た
。

幻
相
`こ

こらヽ

的
こ2■
|な

売
IコE■

間
で
ク

局

森
の
、エ

保
ク
Jレー
″丼́
ICL

感
■゛
‐.I
」し/
‐■,

|る

.1

一■

５
年
に

一
度
の

】
大
イ
ベ
ン
ト

今
年
は
国
勢
調
査
の
年
で
す

・
事
業
場
の
排
水
規
制
が



高
森
町
伝
統
芸
能
連
絡
協
議
会
会
長
　
十
↑
　

田

　

研
二

仏
誰ゝ
か
た

遠
く
に
見
え
る
、
松
明
の
明
か
　
あ
り
ま
し
た
「

り
が
、
風
に
バ
サ
バ
サ
と
音
を
た
　
　
八
月
は
、
卜
本
人
に
と
っ
て
、
先

な
が
鯨

鱚

台
‐
．
． 絆
一鮭

」̈
」
蜘
一は
一鑢

．御
又

諄

嘉

を
送
る
儀
式
を
眺
め
、
薄
暗
く

　
し
て
私
達
の
世
代
は
、
何
処
何
処

な

っ
た
墓
地

へ
向
か
う
、
村

の
　

の
家
に
遺
骨
が
帰

っ
て
き
た
な
ど

人
々
が
か
ざ
し
た
燃
え
る
松
明
の
　

と
す
る
記
憶
。
そ
し
て
新
聞
は
、

色
を
、
今
で
も
鮮
や
か
に
思
い
出
　
く
り
返
し
先
の
戦
争
を
伝
え
、
戦

せ
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
後
六
十
年
変
わ
ら
ぬ
そ
の
ス
タ
イ
ル

私
に
は
、
写
真
で
し
か
知
ら
な
　

が
、
世
代
を
越
え
て
、
一
種
独
特
な

い
、　
一
人
の
叔
父
が
い
ま
し
た
。
　
感
情
が
八
月
に
産
ま
れ
ま
し
た
。

敗
戦
ま
も
な
く
に
、
ロ
シ
ア
の
銃
　
　
日
本
人
の
海
外
渡
航
の
自
由
化

弾
に
た
お
れ
た
と
、
墓
掃
除
の
度

　
が
認
め
ら
れ
た
頃
、
し
か
し
沖
縄

に
父
が
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
私

　

に
渡
る
に
は
、
ア
メ
リ
カ
本
国
入
国

の
家
に
と

っ
て
の
墓
掃
除
は
、
父
　

の
様
な
ビ
ザ
が
い
る
、
ま
し
て
や

が
語
る
戦
争
と
平
和
で
あ
り
ま
　
貨
幣
は
ド
ル
、
沖
縄
は
ア
メ
リ
カ

し
た
。
私
達
子
供
達
は
、
誰
が
眠
　

の
様
相
を
呈
し
た
時
代
で
し
た
。

る
か
知
ら
な
い
一
族
の
墓
石
を
指
　
文
化
人
類
学
を
専
攻
し
て
い
た
私

し
、
そ
の
人
達
の
経
歴
は
、
戦
争

　
は
、
環
太
平
洋
の
少
数
民
族
研
究

当
事
者
だ
か
ら
知
り
得
る
、
半
端

　

で
、
そ
れ
以
来
ア
ジ
ア
の
国
々
で

な
平
和
教
育
等
で
は
学
べ
ぬ
、
弱

　
過
ご
し
ま
し
た
。
し
か
し
そ
の
研

者
に
向
け
ら
れ
た
、
悲
惨
な
戦
争

　
究
分
野
は
、
先
の
大
戦
か
ら
は
避

と
言
う
行
い
を
、
凄
み
に
も
似
た
　

け
て
通
れ
ぬ
、
な
ぜ
な
ら
、
日
本

国
調
で
、
そ
れ
は
、
銃
を
か
ま
え
、
　

が
ア
ジ
ア
の
国
々
に
、
戦
争
と
関

ひ
き
が
ね
を
弾
い
た
、
戦
線
に
従

　
係
な
い
国
が
無
か

っ
た
の
で
あ
り

軍
し
た
者
が
語
る
、
重
い
言
葉
で
　

ま
す
。
民
族
意
識
の
高
揚
、
民
主

JA阿蘇南部なす部会女性部調理実習会

ヒゴムラサキを食卓に !
林業総合センターでJA阿蘇南部なす部会出荷査

定会が開催され、それに先立って「ヒゴムラサキ

調理実習会」が行われました。

実習会には、なす部会女性部17人が参加。阿蘇

農業普及指導課担い手育成班の志賀みち子さんを

講師に招 き、ヒゴムラサキのから揚げやヒゴムラ

サキの南蛮漬けなど6品 を調理しました。できあ

がったばか りの料理からはおいしそうな匂いが

漂っていました。

■
み
な
さ
ん
の
ま
わ
り
の
身
近
な
話
題
や
で
き
ご
と
な
ど
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
企
画
財
政
課
企
画
係
　
□
６
２
‐
１
１
１
１
　
□
６
２
‐
１
１
７
４

化
等
々
は
、
日
本
人
の
戦
争
行
為

を
誇
張
す
る
事
に
よ
っ
て
、
国
家

と
し
て
の
ま
と
ま
り
と
し
た
い
と

す
る
傾
向
と
、
飛
躍
的
な
日
本
の

経
済
成
長
は
、
エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク
ア
ニ

マ
ル
と
表
現
さ
れ
始
め
ま
し
た
。

当
時
現
地
の
友
人
と
、
と
て
つ

も
な
い
僻
遠
な
地
域
に
入
る
の
で

あ
り
ま
す
。
日
本
人
の
足
跡
を
見

つ
け
る
に
は
、
そ
ん
な
所
に
も
、
神

社
を
持
え
て
い
た
の
で
あ
り
ま
す
。

日
本
人
に
と

っ
て
、
植
民
地
政

策
と
は
、
訳
語
で
あ
り
ま
し
た
。

異
民
族
支
配
な
ど
と
す
る
言
語
的

意
識
は
本
来
な
く
、
明
治
に
な

っ

て
、
そ
れ
は
欧
米
の
国
々
か
ら
輸

入
し
た
、
新
し
い
学
問
的
概
念
で

あ
り
ま
し
た
。
欧
米
諸
国
が
、
ア

ジ
ア
の
国
々
を
植
民
地
化
す
る
中

で
、
何
を
ま
ず
行

っ
た
の
か
。
そ

れ
は
、
新
し
い
植
民
地
の
都
市
計

画
を
進
め
る
中
で
、
中
心
に
位
置

す
る
建
築
物
を
、
教
会
と
し
ま
し

た
。
教
会
を
中
心
と
し
て
、
都
市

は
発
展
拡
大
し
て
い
き
ま
す
。

ど
ん
な
所
に
行

っ
て
も
、
宣
教

師
が
い
る
。
し
か
し
現
地
の
人
々

を
、
教
会

へ
の
参
拝
に
強
要
し
な

か

っ
た
。
永
き
の
異
民
族
支
配
経

験
に
よ
る
、
欧
米
流
植
民
地
支
配

で
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
日
本
は
、

戦
局
の
悪
化
と
と
も
に
、
精
神
的

支
柱
と
し
て
、
植
民
地
に
設
け
た

神
社
崇
拝
を
、
強
要
し
た
の
で
あ

り
ま
す
。
大
祭
に
は
、
神
楽
が
舞

わ
れ
、
退
屈
の
あ
ま
り
に
姿
勢
を

こ
わ
し
て
な
ぐ
ら
れ
た
。
軍
事
裁

判
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
た
そ
の
事

実
は
、
日
本
人
の
植
民
地
下
に
於

け
る
非
人
道
行
為
と
し
て
、
今
も

内
外
か
ら
叩
か
れ
て
い
ま
す
。

驚
く
ほ
ど
に
、
お
社
を
見
つ
け

ま
し
た
。
私
が
学
生
時
の
ア
ジ
ア

の
国
々
は
、
益
々
激
し
さ
を
ま
す

ベ
ト
ナ
ム
戦
争
と
、
ま
だ
ま
だ
日

本
人
が
残
し
た
残
骸
が
横
た
わ
る
、

独
立
の
緒
に
つ
い
た
時
代
で
し
た
。

イ
ン
ド
シ
ナ
、
半
島
で
お
社
と

日
本
人
墓
地
を
守
る
老
人
に
あ
い

ま
し
た
。
た
わ
わ
に
実
る
稲
穂
を

指
し
、
日
本
人
農
業
技
師
八
田
さ

ん
の
志
が
生
き
続
け
る
、
こ
の
お

社
を
掃
除
し
続
け
る
事
こ
そ
、
今

の
私
に
出
来
る
恩
返
し
で
す
。
戦

争
さ
え
な
け
れ
ば
、
そ
れ
は
自
然

の
神
様

へ
の
感
謝
・敬
い
と
し
て
、

決
し
て
日
本
人
だ
け
の
信
仰
で
は

な
か

っ
た
は
ず
で
す
。

戦
争
は
何
を
残
し
た
の
で
し
ょ

う
。
忘
却
は
六
十
年
の
時
間
に
、

加
速
さ
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

野
に
咲
く
花
に
、
帰

っ
て
く
る

家
々
の
祖
霊
は
や
ど
り
、
そ
れ
を

摘
み
仏
壇
に
供
え
る
。
愛
し
き
人

へ
の
思
い
強
き
ほ
ど
に
、
野
に
咲

く
花
は
、
そ
の
輝
き
を
ま
す
と
言

わ
れ
ま
す
。

八
月
、
お
盆
と
は
、
私
達
の
有

り
よ
う
に
立
ち
返
る
、
そ
ん
な
時

間
で
あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

●  ●

●

赤坂プリンスホテル土山憲幸総料理長

ヒゴムラサキを視察
八代郡坂本村出身で、赤坂プリンスホテル総料理

長の土山憲幸さんがヒゴムラサキを視察しました。

「くまもと元気づくり講演会」出席のため来熊し

た土山総料理長は、県内 7箇所を食材視察。本町

では森田勝さん (高森・冬野)の ビニールハウス

を訪問しました。

土山総料理長は、ヒゴムラサキの生産過程や収

穫までの苦労話などを熱心に聞いていました。

高森保育園童謡コンサート

さわやかなハーモニーを体感
高森保育園で「DOYO組」による童謡コンサー
トが開かれました。

「DOYO組」は矢部清子さんとみまこさんの童謡
デュオで、NHK「ひのくにYOU」 童謡コレクシヨ
ンにレギユラー出演されています。

この日は、「小さな木の実」や「ドロップスのうた」

など12曲 を披露。園児たちは一緒に口ずさんだり、

踊ったりしながら、さわやかなハーモニーを体感

していました。

酪農協同組合連合会消費拡大キャンペーン

父の日にはちち(牛乳)を !

6月 17日 の父の日にちなんで、宇藤文三さん (高

森・冬野)が町にちち (牛乳)を贈りました。
これは、熊本県酪農協同組合連合会による消費 ●
拡大キャンペーンの一環として毎年行われている

もので、藤本町長に牛乳 1.8窃 を手渡した宇藤さん

は「近年、牛乳はお茶や豆乳に押されている。カ

ルシウムたっぷりの牛乳をたくさんの人に飲んで
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Ir/onthly Flash News

町民の清掃思想普及と地域環境美化の意識

啓発により「清潔で美しいまちづくり」を目指す

ため、町民、事業者、占用者等が一体となって

空き缶等のごみ散乱を防止することを目的に、高

森町環境美化条例が制定されています。しかし、

未だに不法投棄、ポイ捨て等が町内で見受けら

れます。

今一度、美しい

町「高森」を取り戻

し、次世代へ美し

い自然で残したい

ものです。一人ひと

りが監視員となり、

不法投棄を見かけ

たら警察、役場、

保健所等にご連絡

ください。

憑お問い合わせ先

保健福祉課保健推進係 TEL62-1111(内線 125)

「不法投棄」は犯罪です。
決められたルールを守りましょう史碁 森 正六さん (河原・味鳥)

木杯一組台付を下賜
高齢者叙勲が発表され、森正六さんが木杯一組台

付を下賜しました。

森さんは、昭和 38年 4月から4期 16年にわたり町

議会議員として町政発展に尽力。その後も社会教育

委員や消防団副団長、商工会副会長などを歴任され、

地方自治の発展に大きく貢献しました。

森さんは「町民皆さんのおかげです。今後も町発展

のため少しでも貢献していきたい」と話し

ていました。

平成17年度 自衛隊入隊者壮行会

新たな決意を胸に
平成 17年度自衛隊入隊者壮行会が役場委員会室で

行われました。本年度は、住吉裕一君 (色見。井上)が陸

上自衛隊国分駐屯地 113教育大隊 (鹿児島県)に入隊

しま
―
九。

会では、藤本町長や父兄会高森支部の皆さんから

あたたかい激励の言葉を受け、住吉君が「たくさんの

仲間を作り、国のために貢献したい」と力強

い決意を述べました。

第55回 社会を明るくする運動

犯罪や非行のない社会に !
7月 は「社会を明るくする運動月間」。

この運動は、犯罪の防止と罪を犯した人たちの更正

について理解を深め、それぞれの立場において力をあ

わせ、犯罪や非行のない明るい社会を築こうとする全

国的な運動です。

この日は、阿蘇地区保護司会南部分会と阿蘇南部

更生保護婦人会が啓発運動の一環として合同パレード

を実施。住み良いまちづくりを家庭や地域ぐるみで実

現できるよう、協力を呼びかけていました。

POETRY PAGE
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ぶ
っ
て
　
昼
寝
と
違
う
軒
さ
す

娑
婆
じ
ゃ
ダ
サ
イ
て
嫌
わ
る
る

中
　
蛇
の
日
で
今
日
も
送
ら
し
た

ッ
キ
リ
　
ウ
エ
ス
ト
は
縫

い
縮
め
な
ん

や
り
に
く
さ
　
我
が
は
マ
ト
モ
て
思
と
ら
す

妙
な
格
好
　
ど
う
に
か
し
た
い
皮
下
脂
肪

雨
の
中
　
気
は
晴
れ
晴
れ
で
里
帰
り

ス
ッ
キ
リ
　
遺
産
な
全
部
ア
ル
コ
ー
ル

ゆ
さ
ぶ
っ
て
　
コ
ッ
プ
が
空
ラ
て
見
せ
よ
ら
す

ス
ッ
キ
リ
　
惜
し
ま
る
る
う
ち
譲
ら
し
た

雨
の
中
　
避
難
訓
練
生
か
さ
し
た

ス
ッ
キ
リ
　
瀧
に
ス
ラ
ン
プ
打
ち
流
し

雨
の
中
　
ま
だ
ル
ン
ル
ン
の
二
人
連
れ

林
　
　
不
忘

佐
藤
　
重
信

馬
原
　
馬
笑

桐
原
　
白
酔

松
山
キ
ヨ
子

森
川
そ
よ
子

佐
楢
見
乱
坊

渡
辺
　
雲
海

佐
藤
多
可
雄

後
藤
　
信
子

田
上
黙
公
子

岡
本
　
琴
司

後
藤
　
愛
子

●  ●

●  ●
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ス
ッ
キ
リ
　
生
前
贈
与
片
付
け
て

根
子
近
き
荘
に
紫
陽
花
咲
き
満
ち
て

紫
陽
花
も
と
り
だ
ヽ
蝶
も
と
り
だ
ヽ
に

七
夕
を
水
面
に
写
し
華
げ
り

散
り
果
て
し
バ
ラ
に
飛
び
交
う
蝶
白
し

七
夕
や

一
度
逢
瀬
も
永
久
の
恋

山
荘
に
夏
う
ぐ
い
す
の
声
と
ど
く

そ
の
中
の
小
ぶ
り
紫
陽
花
濃
む
ら
さ
き

宇
宙

へ
の
夢
を
広
げ
て
星
ま
つ
る

紫
陽
花
に
囲
ま
れ
心
の
ゆ
と
り
得
て

透
明
な
涼
風
ゆ
く
や
青
ぶ
ど
う

静
寂
に
鳥
の
せ
わ
し
き
梅
雨
晴
間

クラブ連合会

第35回 老人クラブ演芸大会

いつまでも明るく健康に
町老人クラブ連合会主催による「第35回老人クラブ演

芸大会」が林業総合センターで開催され、出演者が歌や

踊りの出しものを熱演し、楽しい1日を過ごしました。

老人クラブ連合会は17ク ラブ、841人の会員が「創

造と連携の輪を広}六 心豊かな21世紀」をスローガン

に、 日々励まし合い、助け合いながらさまざまな活動
を元気に展開しています。

浦
塚
　
南
天

弥
永
　
ふ
き

内
田
　
フ
ミ

桐
原
　
寿
子

山
村
ふ
み
子

井
村
ひ
さ
し

林
　
　
久
恵

古
庄
　
泰
子

平
田
ル
リ
子

馬
原
　
要
子

岩
下
　
扶
美

青
木
千
賀
子
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（高
森
菜
の
花
句
会
）
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8月 は「道路ふれあい月間」です。道路の

重要性を再認識し、正しい利用を心がけてく

ださい。

※最近、道草切りをされて、町道の側溝内に刈

り落としたままの状態が多数見受けられます。

降雨時の側溝詰まりの原因になりますので、刈

り落とされた草の適切な処置をお願いします。

圏お問い合わせ先

建設課土木係 TEL62-1111(内線 141・ 142)
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8月は「道路ふねあい」月間です
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５

５

９

消
費
税

・
地
方
消
費
税

（個
人
　
平
成
１７
年
度

事
業
者
）
の
中
間
申
告
と
納
税
　
熊
本
県
警
察
職
員
採
用
試
験

熱
中
症
に
な
ら
な
い
よ
う
に

し
よ
う
！

○
炎
天
下
や
非
常
に
暑
い
場
所
で
の
長
時
間
の
作
業
や
ス

ポ
ー
ツ
は
避
け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
活
動
中
は
体
温
の

上
昇
に
十
分
注
意
し
ま
し
よ
う

○
水
分
を
十
分
に
補
給
し
ま
し
ょ
う
。

○
体
調
が
悪
い
と
き
は
無
理
を
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う

。

○
こ
ま
め
に
休
憩
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

○
外
出
時
は
帽
子
を
か
ぶ
る

ｏ
日
傘
を
さ
す
な
ど
、
直
接

日
光
に
当
た
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

自
分
自
身

は
も
ち
ろ
ん

の

こ
と
、

周
囲

の
人

に
も

気
を

つ
け

て
あ
げ

て
く
だ
さ

い

炎
天
下
に
車
を
駐
車
し
て
い
る
と
、
閉
め
き
っ
た
車
内

で
は
光
や
熱
を
吸
収
し
て
３０
分
後
に
５０
度
以
上
と
な
り
ま

す
。
車
内
に
小
さ
な
子
ど
も
だ
け
置
い
て
車
か
ら
離
れ
る

こ
と
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
作
業
現
場
の
責
任
者
や
ク
ラ
ブ
活
動
の
監
督
、

ス
ポ
ー
ツ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
方
は
右
記
の
こ
と
に
気

を
配
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
熱
中
症
の
発
生
を
防
ぎ
ま

し
よ
う
。

平
成
１６
年
分
の
確
定
消
費
税
額
が
４８
万
円
を
超
え
る
個

人
事
業
者
の
方
は
、
平
成
１７
年
分
の
消
費
税
及
び
地
方
消

費
税
に
つ
い
て
中
間
申
告
と
納
税
が
必
要
で
す
。

そ
の
方
々
の
う
ち
、
確
定
消
費
税
額
が
４
０
０
万
円
以

下
の
方
の
申
告
期
限
等
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

【中
間
申
告

・
納
期
限
】

８
月
３１
日

（水
）

【中
間
申
告
納
付
額
】

平
成
１６
年
分
の
確
定
消
費
税
の
２
分
の
１

（
「仮
決
算
」

に
よ
り
中
間
申
告
し
納
税
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
）

な
お
、
平
成
１６
年
分
の
確
定
消
費
税
額
が
４
０
０
万
円

を
超
え
る
方
の
場
合
に
は
、
こ
れ
ら
の
期
限
や
納
付
額
が

異
な
り
ま
す
。

消
費
税
の
こ
と
で
お
分

か
り
に
な
ら
な
い
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
阿
蘇
税

務
署
や
税
務
相
談
室
に
お

気
軽

に
お
尋
ね
く
だ

さ

■
み
な
さ
ん
の
ま
わ
り
の
身
近
な
話
題
や
で
き
ご
と
な
ど
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
企
画
財
政
課
企
画
係
　
□
６
２
‐
１
１
１
１
　
□
６
２
‐
１
１
７
４

阿蘇郡市中体連夏季大会

各競技で練習の成果を発揮
阿蘇郡市中体連夏季大会が郡市内一円で開催されま

した。県大会出場競技・選手は次のとおりです。

【高森中学校】①剣道男子団体 [剣道代表男子個人]

①藤岡弘径②渡邊哲 [剣道1年男子個人]①渡邊信
②久保玄徳 [柔道女子個人]②住吉恵
【高森東中学校】①卓球女子団体①バドミントン男子団
体 [卓球女子個人シングル]③後藤めぐみ③阿南亜祐
実 [バドミントン男子個人シングル]①森隆志②下田優
生 [バドミントン男子個人ダブルス]②後藤成幸・本田
人史希 (○内は順位)住吉陽聖君0藤本貴文君(高森高校)

千葉きらめき総体出場
高森高校 3年の住吉陽聖君 (色見・井上)と 2

年の藤本貴文君 (南阿蘇村)が千葉県八千代市で
開催される千葉きらめき総体 (ウ ェイ トリフテイ

ング競技)に出場を決めました。
大会は 8月 9日 から開催され、住吉君は69kg級

に、藤本君は105聴にそれぞれ出場します。

住吉君は「 3年生最後の大会なので、今までの

練習の成果を十分発揮 し、 8位入賞したい」と話

していました。

ジェイソン・サンダーソン先生

お世話になりました
3年間、町のALT(英
語指導助手)と して勤務
していただいたジェイソ

ン・サンダーソン先生が

退職されることとなりま

した。

ジェイソン先生は、英

語教室や英語劇、スポー

ツなどを通して、町の国

際化推進に尽力。今後は

南阿蘇村のALTと して勤務されます。
最後に「高森町の人たちはとても親切で皆さんの優

しさは決して忘れません。ありがとうございました」と

言舌していました。

生徒たちへのメッセージ

λ4y:Dear Students,

These past three years have been very fun. I don't
want to leave Takamori but, hopefully, I will still be
in Kumamoto for another year. Let's meet againl
Thank you for everything.
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第59回 阿蘇郡市民体育祭

各競技で大健闘
阿蘇郡市民体育祭が郡市内一円で盛大に開催さ

れ、本町からもたくさんの選手が参加し大健闘しまし ●
た。結果は次のとおりです。(団体のみ)

優 勝 バドミントン男子、バドミントン女子、ソフト
ボール男子、ソフトテニス

準優勝 サッカー男子、柔道男子、ソフトボール女子、
陸上男子、陸上女子、陸上総合

第3位 バレーボール女子、バスケットボール女子

●  ●

●

12

警 察 官 B
「男性」。「女性」。「武道指導」

警 察 事 務

8/15(月 )～ 8/26(金 )

試 験 日 10/16(日 ) 9/25(日 )

試験 内容 教養・作文・実技 (武道指導のみ) 教養・適性

試 験 地 熊本市・八代市・本渡市 熊本市・八代市・本渡市

体力 11/19(土 ) 作文 10/22(土 )
試 験 日

面接 11/26(土 )～ 11/28(月 ) 面接 10/29(土 )・ 30(日 )

試 験 地 熊本市 熊本市

● 18歳～27歳の方 (昭和53年 4月

2日～昭和63年4月 1日生)
察官Aの学歴要件 (4年 制大学

こついては、 上記のほか、柔
道の 2段以上の段位を取得し

)以外の方

● 18歳～21歳の方
2日 ～昭和63年4
※ただし、4

熊本県警察本部警務課採用係 ■L096-381-0110(内 線 2643)
httpi//WWW.pOHCe pref kumamotolp/
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受 付 期 間

第
１
次

第
２
次

受 験 資 格

お問い合わせ先



トコロッケ
(4人分)
も500g、 バ
じ1、 スキムミ
ッス 塩こし

う少 、々 プロセスチ
―ズ60g、 小麦粉適宜、

卵1個、 パ ン粉 適 宜、

揚げ油適宜

□作 り方

①じゃがいもは皮をむいて 3セ ンチ角切りにし、柔
らかく煮てつぶす。

②①にバター、スキムミルク、塩こしょうを入れて

調味し、適当な大きさに分ける。

③プロセスチーズを角切りにし、②の中に 1つずつ

入れて形を整える。

④③に小麦粉
く揚げる。

バン粉の順に衣を付けて、色よ

おいしい!楽しい !
子どもを

食べる気にさせよう!

じ
ん

　

け
ん

ぎ

や

く 人
権
に
つ
い
て

か
ん
が考
え
る

家
庭
の
中
で
の
人
権

た
が
　
　
　
　
じ
ん
け
ん
　
　
ま
も

お
互
い
の
人
権
を
守
る
に
は
、
ま

か

て

い
な

い

　

　

じ

ず
、
家
庭
内

で
自
ぶ
ん
、
リ
だ
ス

の
人
権
は
守
ら

か
ん
が

れ
て
い
る
か
ど
う
か
を
考
え
て
み
る
こ

と
が
大
切
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

た
と
え
ば
、
お
母
さ
ん
の
場
合
、

家
族
の
中
で
尊
重
さ
れ
人
権
は
守
ら

れ
て
い
る
か
。

お
父
さ
ん

。
お
じ
い
さ
ん

。
お
ば

あ
さ
ん

。
お
兄
さ
ん

。
お
姉
さ
ん

。

弟

・
妹
、
そ
し
て
、
自
分
（ぼ
く
）
・

自
分
（わ
た
し
）
の
人
権
は
ど
う
か
…

と
り
の
人
権
を
尊
重
し
て
、
家
族
の

人

の
人
権
を
守

っ
て
い
る
か
ど
う

か
、
じ

っ
く
り
考
え
た
り
話
し
合

っ

た
り
し
て
い
く
こ
と
が
、
地
域
社
会

の
中
で
の
人
権
尊
重
に
つ
な
が

っ
て

い
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

子どもの偏食は、親にとっては悩みの種。栄養

のことが心配で、無理やり食べさせようとしてし

まうこともあるでしょう。しかし、それでは
｀
食

べること、が嫌いになってしまうかもしれません。

子どもが食べやすい味や調理法を使った食事を通

して、食事の楽しさやいろいろな食品のおいしさ

を知ってもらうことが大切です。

逆

に
、
自
ぶ
ん
ｋ
，
え
ノ̈

じ
ん
け

ん

　

そ
ん
ち

ょ
う

か

ぞ
く

　
　
ひ

と

り

は
、
家
族
の

一
人
ひ

か

ぞ
く

暴

建

イ
ー
ー

′
「
―

師
か
ら
あ
な
た

へ
の

子
育
て
を
み
ん
な
で
楽
し
く

少
子
化
の
社
会
情
勢
の
中
、
ふ
れ
あ
い
体
験
は
激
減

し
、
さ
ら
に
核
家
族
化
も
拍
車
を
か
け
て
、
親
に
な

っ

て
始
め
て
子
ど
も
と
か
か
わ
る
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
う
す
る
と
、
親
に
な

っ
て
も
ど
う
や
っ
て
子
ど
も

と
か
か
わ

っ
て
い
い
の
か
わ
か
ら
な
く
、
育
児
不
安
か

ら
虐
待
ま
で
を
も
心
配
す
る
よ
う
な
事
態
が
起
こ
り
か

ね
ま
せ
ん
。

し
か
し
そ
ん
な
と
き
、
誰
か
が
寄
り
添
い
あ
う
こ
と

で
肩
の
力
を
抜
く
こ
と
が
で
き
た
り
、
ま
た
、
と
て
も

大
変
だ

っ
た
こ
と
も
と
き
が
過
ぎ
て
し
ま
え
ば
楽
し

か
っ
た
思
い
出
に
変
わ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
子
育
て
中
の
い
ろ
い
ろ
な
問
題
や
悩
み
を

ひ
と
り
で
抱
え
込
ま
ず
、
自
信
を
持

っ
て
楽
し
く
送
る

た
め
に
、
子
育
て
中
の
親
と
子
が
集
う
場
が
提
供
さ
れ

て
い
ま
す
。
気
軽
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

〈子
育
て
の
つ
ど
い
〉

○
期
　
日
　
毎
月
第
３
木
曜
日

○
時
　
間
　
１０
時
３０
分
～
正
午

○
場
　
所
　
芙
蓉
館
ま
た
は
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー
な
ど

■
お
問
い
合
わ
せ
先

社
会
福
祉
協
議
会
　
ＴＥＬ
６
２
‐
２
１
５
８

〈風
ま
る
キ
ッ
ズ
〉

○
期
　
日
　
毎
月
第
１
水
曜
日

（変
更
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
）

○
時
　
間
　
１０
時
３０
分
～
正
午

○
場
　
所
　
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー

■
お
問
い
合
わ
せ
先

保
健
福
祉
課
保
健
推
進
係

ＴＥＬ
６
２
‐
１
１
１
１

（内
線
１
２
６
）

鮮:4‐魔え

●  ●

●

`了島躍
２
０
０
４
年
合
計
特
殊
出
生
率

（日
本
人
女
性
１
人
が

産
む
子
ど
も
の
平
均
数
）
は
、
１
・２
９
と
発
表
さ
れ
ま

し
た
。
少
子
化
傾
向
は
さ
ら
に
続
き
そ
う
で
す
が
、
反
面
、

少
年
犯
罪
の
増
加
や
凶
悪
化
、
虐
待
な
ど
子
ど
も
に
関
係

し
た
痛
ま
し
い
事
件
が
多
く
目
に
つ
き
ま
す
。

◆
子
ど
も
の
育
ち

子
ど
も
た
ち
に
は
健
康
に
育

っ
て
ほ
し
い
、
思
い
や

り
の
あ
る
子
ど
も
に
育

っ
て
ほ
し
い
、
社
会
性

。
自

主
性
を
身
に
つ
け
て
ほ
し
い
な
ど
、
健
や
か
に
生
ま
れ

育

っ
て
ほ
し
い
と
願
う
も
の
で
す
。

子
ど
も
は
、
自
分
に
目
を
向
け
て
く
れ
る
親
や
家
族

の
顔
と
肌
の
ぬ
く
も
り
の
中
で
、
安
心
と
い
う
感
情
を

獲
得
し
、
心
が
ぐ
ん
ぐ
ん
と
成
長
し
て
い
き
ま
す
。
さ

ら
に
、
学
校
や
地
域
な
ど
周
囲
と
の
か
か
わ
り
に
よ
り
、

年
齢
に
応
じ
た
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
体
験

・
獲
得
し
成

長
し
て
い
き
ま
す
。

◆
子
ど
も
と
の
か
か
わ
り

以
前
は
、
兄
弟
が
多
く
親
せ
き
あ
る
い
は
近
隣
で
も

自
分
よ
り
少
な
い
年
齢
の
子
ど
も
と
ふ
れ
あ
う
機
会
が

多
々
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
ら
の
機
会
を
通
し
て
子
ど
も

と
の
か
か
わ
り
方
を
体
験
し
て
い
っ
た
も
の
で
す
が
、

●

10

国民年金だより

国民年金保険料の納付が困難なときは

学生納付特例制度は、在学中の保険料を社会人に

なってから払うことができる制度です。収入が少な

く、保険料が納められないときには、高森町役場国

民年金係へ申請しましょう。申請が遅れて、保険料

を未納のままにしてしまうと、不慮の事故や病気で

重い障害が残っても障害年金が支給されないなど、

不利益となることがありますので、早めの申請が大

切です。

「学生納付特例制度」
をこ利用ください

20歳以上の学生のみなさんヘ

20歳以上の学生で、本人所得が 118万円 (学
生の方に扶養親族があれば基準額が変わります)

以下の方

↓↓対象校についてはこちら↓↓

大学 (大学院 )、 短大、高校、専修学校、専門学校、

各種学校

※平成 17年度からすべての各種学校 (1年以上の課程
に在籍している場合に限る)が対象になりました。

4月分から年度末 (3月分)までの保険料の納

付が猶予されます。

※ただし、既に納付済の分や、中途退学の場合は退学

した月の翌月以降の分を除きます。

●障害や死亡といつた不慮の事態が生 じたと

きは、年金を受けるための資格期間として

算入され、一定の条件を満たせば障害基礎

年金や遺族基礎年金が受けられます。

●老齢基礎年金の年金額の計算には算入され

ませんが、 10年以内に後払い (追納 )すれ
ば満額の年金に近づけることができます。

※2年を過ぎて追納する場合は、当時の保険料に加算
額が上乗せされますので、早めの追納をおすすめし

ます。

①年金手帳

②学生証または平成 17年 4月以降に交付され
た在学証明書

③認印 (本人が署名する場合は不要です)
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人権を大切にする社会づくり1ま:

1象|‐農角でのス権を尋|あら二
=が
ら|:

在農■讐轟|1嵩瀬‐lil栄様
じ ん け ん

栄養士の
tヽただきま～す

〃

対象となる人 承認されると

申請のときに持参していただく|も|の

昨年度申請した方は、17年度の申請をお忘れなく!


